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Table 1 全体スケジュール（初期案） 
時期 活動内容 
2019 年 6 月上〜中旬 ランナ （ーランニングを始めようとする人を含む）へ
の課題インタビュ （ー約 20 名を想定）による機能有
効性の検討 
2019 年 6 月下旬 インタビュー結果を踏まえた UX/UI デザインの修
正 
2019 年 7 月上旬 自治体担当者への進め方およびアプリ仕様の相談 
2019 年 7 月中〜下旬 自治体担当者からの意見を踏まえた UX/UI デザイ
ンの修正 
2019 年 8 月 機能追加開発およびユーザーテスト（約 10 名）を１
ヶ月間同時並行で進行 
2019 年 9 月〜11 月 自治体にて検証実施 














 ランニング中は、スマホを落としかねないので、何も持たずに走っている。（50 代男性） 
 一目を気にしなくて良いように夜間に走っており、知らない人と一緒に走ったり自身の











Experience：以下 UX と呼ぶ。）の見直しの時間を確保することとした。（Table 2） 
 
Table 2 全体スケジュール（修正版） 
時期 活動内容 
2019 年 6 月〜7 月 ランナ （ーランニングを始めようとする人を含む）へ
の課題インタビューと研究方向性の再検討 
2019 年 8 月〜10 月 1. インタビュー結果を踏まえたユーザー体験
（User Experience： UX）の再検討 
2019 年 9 月〜12 月 2. プロトタイプアプリケーションの開発 
2019 年 11 月〜 3. プロトタイプアプリケーションの評価・検証に必
要な申請書類作成 













 65 歳男性 A さん： 定年を迎えて仕事を引退し、急に人付き合いが減った。運動不足
解消のためスポーツコミュニティなどを探すが、公共施設の高齢者コミュニティに飛び
込むのは抵抗があり、ずっと家に篭って生活をしている。 
 45歳女性 Bさん： 専業主婦で家から出ることが少ないため、家族以外の付き合いが少
ない。スポーツなどもしたいが、家事や子供の世話があるため、あまりまとまった時間
が取れない。 
 33歳男性 Cさん： フリーランスエンジニアのため仕事を通した人間関係が希薄。家や
カフェ、シェアオフィスでずっと PC 作業のため疲れがとれず、仕事への意欲が低下し
てきた。 



















 運動量が WHO の推奨基準に足りていない「不健康層」および運動量が低下しており
WHO の推奨基準を下回ることが予測される「潜在的不健康層」の人々は、プライベー
トを侵さない範囲で運動を鼓舞（尻叩き、後押し）し合えるだけの、「緩い繋がりのラン











































 アプリケーション基盤は、実装の容易性から Ruby on Rails とする。 
 スマートフォンアプリは、将来的に Android への対応も視野に入れるが、現時点におい
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ハイタッチ ユー ザー 名 Example Use『
タッグランを申し込む ブライバシー設定
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